
「取組を通して、高まる力！！」
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「集成」学校だより

金木犀(ｷﾝﾓｸｾｲ)の香りを楽しむ季節が過ぎ、集成の庭の木々も色づき秋の深まりを実
感します。また、朝晩は寒く感じる季節となりました。
そのような中、この2学期には、様々な取組や行事を行うことができています。
9月には『ワールドフェスティバル』を開催しました。
これは 「多文化共生プロジェクト」として、色々な国の方、

々を迎え、外国語でコミュニケーションを図ったり、日本とは
違う国の様子や文化を学んだりすることを目的としています。
9月26日には 『インド舞踊』のステージパフォーマンスを鑑、
賞しました。翌日27日には、4人のゲストティーチャーを招
いて、挨拶の仕方や遊びを教えていただいたり、各国の文化や
衣食住、世界の生き物などについて絵や写真、実物や映像等で紹介してもらったりしま
した。どの子も目をキラキラと輝かせながら話に聞き入っている様子が見られ、休憩中
にはゲストティーチャーに自分から話しかけようとする姿もありました。直接交流する
以外にも、普段見る機会の少ない外国の絵本や民族衣装に触れたり外国の様子を紹介し
た掲示物を見たりと有意義な時間を過ごすことができました。色々な人との出会いを通
して、ものの見方や考え方を広げ、違いにも興味をもつことができたと思います。
また、１０月18日には『スポーツフェスティバル』を実施しました。前日に雨が降り

、 、 。開催できるか心配でしたが それぞれの学年が持ち味を発揮し 工夫された内容でした
、 、本来であれば１年生から６年生までの全学年が集まり 演技や競技を見たり応援したり

さらに競い合ったりすることで個人個人の運動能力や集団としての団結力などを高める
ことができる行事です。全学年で一斉に取り組めなかったのは残念でしたが、そのよう
な状況の中でも、自分の目標に向かって頑張る姿や学級のみんなと力を合わせて取り組
む様子を見ることができました。また、その姿を保護者の皆様にも見ていただくことが
できたことは本当に良かったです。子ども達も充実感や達成感を味わうことができたと
思います。
まだまだ、制約のある学校生活ではありますが、様々な取組や行事を通して、学ぶ力

・考える力など、これからも生きていくために大切な力を確実に身に付けてきていると
感じます。また、最後まで諦めずに取り組むことや協力すること、更には互いの良さや
がんばりを認め合うことがより一層できるようになりました。子ども達が身に付けた力
である「努力 「協力 「粘り強さ 「思いやり」そして「体力 「責任感」など、体験す」 」 」 」
る中で感じた「充実感」や「達成感」は、必ず次の行動につながっていきます。みんな
がつかんだ「挑戦する力 「つながる力」をこれからの学校生活に生かし、ますます「か」
しこく・やさしく・たくましく・礼儀正しい」子どもに成長してほしいと思います。
今年度の『スポーツフェスティバル』も、新型コロナウイルス感染拡大防止のため学

年ブロック毎の開催となりましたが、保護者の皆様のご理解ご協力をいただいたおかげ
で実施できましたことに深く感謝する次第です。そして、子ども達に温かい拍手を送り
精一杯の応援をしていただいたことに重ねて感謝いたします。また、朝早くから駐車場
や駐輪場でお世話になったPTA役員の皆様方も、ありがとうございました。
11月17日には、令和2年度から指定を受けている『京都府小学校教育研究会「外国

語教育 』研究協力校として3年間のまとめの研究大会を開催します。千代川小学校の子」
ども達の素敵な姿や生き生きと活動する様子を至る所で見ていただけることを期待して
います。
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